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本研究の目的は, 中学校技術 ・ 家庭科技術分野(以下, 技術科) における生徒の工夫 ・ 創造力の育成に対する教員の意
識を探索的に把握し, 新学習指導要領への対応に向けた実践上の課題を検討することである。 全国の技術科担当教員を対
象に, 技術科における工夫 ・ 創造力に対する意識, 指導上の困難さについて自由記述形式の調査を実施した(有効回答92
名)。 回答に対してテキストマイニングを行い, 経験年数及び題材設定のタイ プを外部変数とする共起ネ ットワークを作
成した。 その結果, 1 ) 技術科の教員経験年数に関わらず, 工夫 ・ 創造力の育成には基礎 ・ 基本が重要であると認識して
いる傾向, 2 ) 共通課題, 選択課題を設定する教員は, 工夫 ・ 創造力育成を発展的な内容であると捉え, 知識, 技能とも
に基礎 ・ 基本をおさえて初めて工夫 ・ 創造力を活かした学びができると認識している傾向, 3 ) 自由度の高い個別課題や
共通課題を改良する課題を設定する教員は, 基礎 ・ 基本を重視しつつも, 話し合い活動やアイデアを発想する活動等によっ
て, 工夫 ・ 創造力を高めさせることができると認識している傾向, 4 ) いずれの教員も工夫 ・ 創造力育成の実践上の課題
と して, 授業時数の不足と評価の難しさを感じている傾向等が, 意識実態として把握された。 
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1 はじめに
本研究の目的は, 中学校技術 ・ 家庭科技術分野(以下, 




いて, 生徒の技術的な工夫 ・ 創造力を育成する技術科の
必要性が高まっている。 我が国では, 1958年の技術科設
置以来, 「創造する力」 と 「工夫する力」 を重視した教
育が展開されてきた' )。 そして2017年 3 月に新しい中学
校学習指導要領が告示され, 技術科では, 以前にも増し
て, 技術による問題解決における工夫 ・ 創造力の育成が
重視されるよう になっている2)。 具体的には, 各内容の
指導事項 (2) と して, 技術による問題解決が位置づけら
れている。 ここでは, 生活や社会の中から技術に関わる
問題を見出して課題を設定し, 生徒が構想, 設計・ 計画, 
製作 ・ 制作 ・ 育成, 改善 ・ 修正することによって解決を
図ることが挙げられている3)。 このよう な間題解決のプ
ロセスを通して生徒がアイデアを発想し, 実現 ・ 改善を
図る工夫 ・ 創造力を高めていく ことが期待される。
しかし, 上記のような教科目標としての期待に反して, 
技術科において生徒の工夫 ・ 創造力を育成することは, 
決して容易ではない。 例えば, 上野 (2015) は, 中学 3 




の結果, 4 内容のいずれにおいても, 技術の選択, 管理・ 
運用に関する設問の正答率が高かったのに対し, 技術の
評価, 設計に関する正答率は極めて低かったことを報告
している。 特に, 設計問題については, いずれの内容に
おいても妥当な回答の比率が20%以下となり, アイデア
を発想し, 構想 ・ 設計する能力の育成状況が極めて芳し





えられるが, その第一歩として, 技術科担当教員 (以下, 
教員) が生徒の工夫・ 創造力育成に対して抱く意識や指
導の実態を把握し, 学習指導の改善の方向性を検討する
ことが考えられる。 例えば, 森山ら (2007) は, 題材と
してのロボッ ト コンテストについて教員の意識を調査し
ている5)。 その結果, ロボッ ト コンテスト を題材と して
「適切」 だと考える担当教員の方が生徒の工夫 ・ 創造力
を育成することを重視している傾向があったことを明ら
かにしている。 このことは, 教員の持つ工夫 ・ 創造力育
成に対する意識の差異が題材設定のアプローチに影響を
与えう ることを示している。 しかし, この研究は, 限ら
れた題材についての意識を検討したものであるため, 技
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術科の学習指導全体を捉えた工夫・創造力育成に対する
意識とはいえない。
そこで, 本研究では, 技術科の学習指導全体について, 
教員の工夫 ・ 創造力育成に対する意識を把握することと














授業で用いる題材について上之園・ 森山(2010, 2012) 
が作成した 「共通課題の題材」, 「共通課題を改良する題





















を用いた分析を行った。 テキストマイニングツール K 
HCoderVer 2 を用いた形態素解析を行い, 含まれている









90名が男性, 2 名が女性であった。 
表 1 工夫・ 創造力育成に関する自由記述で使用され
た名詞句 (出現回数 3 以上) 
















































表 2 工夫・ 創造力育成上の困難さに関する自由記述
で使用された名詞句 (出現回数 3 以上) 






















由記述について, 形態素解析を行った。 その結果, 工夫 ・ 
創造力の育成に対する考えでは名詞句168語, 動詞句55 
語が抽出された。 表1 は名詞句の内, 出現回数 3 回以上
の抽出語である。 同様にして, 工夫 ・ 創造力の育成に対
する困難さでは名詞句157語, 動詞句25語が抽出された。 
表 2 は名詞句の内, 出現回数 3 回以上の抽出語である。 
3.2 教職経験年数との関連性
回答者のうち, 教職経験年数16年以上を 「ベテラン」, 
15年以下を 「若手」 に分け, これを外部変数とした共起
技術 ・家庭科技術分野における生徒の工夫 ・創造力を育成する学習指導に対する教員の意識
ネットワークを作成した。 工夫 ・ 創造力の育成に対する
考えとして回答された自由記述の共起ネットワークを図
1 に, 困難さとして回答された自由記述の共起ネッワー 
クを図2 に示す。
(1 ) 経験年数に関わらず共通すること
図 1 において 「基礎」, 「基本」, 「題材」 等の中央部分
に出現した抽出語は, 教職経験年数に関わらず共有され
た名詞句である。 これによると, 技術科教員は, 教職経
験年数に関わらず, 基礎 ・ 基本をおさえつつ, 題材設定
の工夫で工夫 ・ 創造力を促そう とする意識を有している
と考えられる。 自由記述では例えば, 「基礎 ・ 基本の育
成と工夫 ・ 創造の育成はバランスをとることが大切。50 : 
50になるか, 80 : 20になるか, 教師の考え方次第だと思
う。」(ベテラン) , 「基礎・ 基本となる能力をしっかり身
につけさせてから, 発展的な段階に進んでいく という よ
う に, スモールステップで授業を進めていく こと を心が
けている。」(若手) などのコメ ントが得られた。
これに対して困難さに関する図2 では, 教職経験年数
によらず, 「時数」, 「不足」, 「評価」 などの語句が共有
されていた。 これらの語句から, 工夫 ・ 創造力の育成に
配当できる授業時数の少なさと評価の難しさが全体とし
て課題になっていることが示唆された。 自由記述では例
えば, 「工夫 ・ 創造のためには, 基本的 ・ 基礎的な技能
そして興味 ・ 関心が必要不可欠である。 しかし, そのた
めに必要となる時数と環境があまりに不足している。」
(ベテラン) という コメ ントが得られた。
(2) ベテラン教員の特徴
次に, 工夫 ・ 創造力の育成に対する意識に関するベテ
ラン教員の特徴について検討した。 図1 において外部変
数 「ベテラン」 の周囲には 「設計」, 「製作」, 「完成」, 
「失敗」 などの語句が位置づけられた。 これらの語句か
ら, ベテラン教員は, 設計 ・ 製作過程と, 完成度の高い





読まないですぐ教師に聞きにく る生徒, そのよう な生徒
に実習の中で完成したという満足感や, やればできると
いう成就感を味あわせたいと思っています。」 といった








の特徴として 「基礎」, 「基本」, 「製作」 などの語句が見
られた。 これらの語句から, ベテラ ン教員は, 工夫 ・ 創
造力の育成に対して基礎 ・ 基本に重きを置く ものの, 時
数不足を感じていることや, 生徒のアイデアを表現する
製作力のなさなどに指導上の困難さを感じていることが
推察された。 自由記述では例えば, 「工夫 ・ 創造の育成
には, 基礎・ 基本の知識, 技能が必要不可欠。 授業時数
減で基礎 ・ 基本の力がなかなか身につかないこと。」 や
「良いアイデアであっても製作するには限界がある。 生






創造力に対する考えでは, 図 1 において外部変数 「若手」
の周辺には, 「生活」, 「思考」, 「活動」, 「意見」, 「グルー
プ」 などの語句が位置づけられた。 これらの語句からは
若手教員が工夫 ・ 創造力の育成に対して, 生活との関わ
図 1 工夫・ 創造力育成に対する考えと教職経験年数との関連 図2 工夫・ 創造力育成上の困難さと教職経験年数との関連性
性 (共起ネッ トワーク) (共起ネッワーク) 
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りを重視し, 思考 ・ 判断・ 表現力の育成に着目してグルー
プ活動など, 学習形態を工夫していることが推察される。 




や 「思考を深めるために, 個 , 小集団 , 全体などグルー
プを区別して, 言語活動に取り組んでいます。」 といっ
たコメ ントが得られた。
一方, 図 2 の指導上の困難さについては, 「評価」, 
「観点」, 「手助け」 などの語句に特徴が見られた。 これ












図 3 より, 共通課題の題材を設定する教員の特徴は, 





述では例えば, 「やはり工夫 ・ 創造の分野では, オリ ジ
ナリティ を求める教材が必要であると感じる。 例えば木
材一枚板を用意し, これで本棚を作ってみよう という課
題は, それに十分相当するはずだが, 1 から学ぼう とす
る子どもたちも多いので, ある程度の支援が大切である
と感じる。」 や 「0からの設計は困難なものがあります。」




一方 , 図 4 の指導上の困難さについては, 「基礎」, 
「基本」, などの語句に特徴が見られた。 これらの語句か
ら, 共通課題を設定する教員が感じている困難さは, 基
礎 ・ 基本を重視することから, 時数不足を感じているこ
とが推察される。 自由記述では例えば, 「技術科のもの
づく りの実技は設計どおりに, 正しい工具の使い方でつ




図 3 より選択課題の題材を設定する教員は, 共通課題
の題材を設定する教員と 「基礎」, 「基本」 などの語句を
共有しているものの, 「関心」 などの語句に特徴が見ら






や 「技術 ・ 家庭科の評価の観点と して, 「知識 ・ 理解」




一方, 図 4 の指導上の困難さについては, 「エネルギ
ー」, 「変換」, 「評価」 などの語句に特徴が見られた。 こ
れらの語句から, エネルギー変換に関する技術の課題に
図 3 工夫・ 創造力育成に対する考えと題材設定タイプとの関 図4 工夫・ 創造力育成上の困難さと題材設定タイプとの関連
連性 (共起ネッワーク) 性 (共起ネッワーク) 
技術 ・家庭科技術分野における生徒の工夫 ・創造力を育成する学習指導に対する教員の意識
おける工夫 ・ 創造力の評価を難しく感じているという こ
とが推察される。 自由記述では例えば, 「エネルギー変
換においてはできた作品が統一 になることが多いので作




図 3 より個別課題の題材を設定する教員は, 「題材」, 














一方, 図 4 の指導上の困難さについては, 「環境」, 
「観点」, 「評価」 などの語句に特徴が見られた。 これら
の語句から, 個別課題を設定するがゆえに評価に難しさ
を感じ, 必要となる環境と時数の不足を感じているとい
う ことが推察される。 自由記述では例えば, 「評価の基
準と観点別評価について難しさを感じる。」 や 「「工夫 ・ 
創造」 のためには, 「基本的 ・ 基礎的な技能」 そして











図や文章力) のなさに困難さを感じる」 や 「実際に作業





以上の結果から, 全体の傾向として, 技術科の教員が, 
生徒の工夫 ・ 創造力を育成するために, 授業時数不足を
感じながらも限られた時間の中で工夫を凝らして尽力し
ている姿が明らかとなった。
しかし, 題材設定のタイプと工夫 ・ 創造力育成との間
には, 教員の意識によって差異が認められた。 共通課題, 
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選択課題を設定する教員は, 工夫 ・ 創造力育成を発展的




る工夫 ・ 創造力育成を十分に取り扱えなく なる危険性が
あ るo
これに対して, 自由度の高い個別課題や共通課題を改
良する課題を設定する教員は, 基礎 ・ 基本を重視しつつ
も, 話し合い活動やアイデアを発想する活動等によって, 
工夫 ・ 創造力を高めさせることができると認識している
傾向が示唆された。 しかし, 特に個別課題においては, 
評価の難しさが実践上の課題として浮かび上がっていた。




て1958年 (昭和33年) ・1969年 (昭和44年) 告示の段階
で各学年105時間, 1977年 (昭和52年) 告示の段階では
1 ・2学年70時間, 3学年105時間, 1989年 (平成元年) 
告示の段階では1 ・2学年35時間, 3学年70~ 105時間, 




指しつつも, 限られた時間の中で展開可能な工夫 ・ 創造











1 ) 技術科の教員経験年数に関わらず, 工夫・ 創造力の
育成には基礎 ・ 基本が重要であると認識している傾
向が示唆された。
2 ) 共通課題, 選択課題を設定する教員は, 工夫 ・ 創造
力育成を発展的な内容であると捉え, 知識, 技能と








4 ) いずれの教員も工夫 ・ 創造力育成の実践上の課題と
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